
　保育所保育指針において、保育士及び保育所の自己評価並びにその公表が努力義務とされています。

これに基づき、みくに保育園の保育の質の向上を図る為に自己評価を実施いたしました。保育園とし

ての自己評価について、評価の項目、視点、方法および評価結果を下記の通り公表し、評価の結果を

踏まえ今後もより良い保育を提供できるよう努力していきます。

保育所の基本原則

・みくに保育園の保育理念、保育目標、保育指針を理解している

A　　17 B　　10 C　　1 D　　0

・保育指針に書かれている保育所の役割、保育の目標、方法、環境を理解している

A　　12 B　　14 C　　2 D　　0

・保育指針に書かれている保育所の社会的責任について理解している

A　　13 B　　12 C　　3 D　　0

養護に関する基本的事項

・保育における養護とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や

関わりであり、保育所における保育は、養護及び教育を一体的に行うことがその特性であることを

知っている A　　14 B　　10 C　　1 D　　0

・生命保持のねらい内容について知っている A　　13 B　　12 C　　1 D　　0

・情緒の安定のねらい内容について知っている A　　11 B　　13 C　　1 D　　0

保育の計画及び評価

・保育目標を達成するために、自園の保育方針や目標に基づき、子どもの発達過程をふまえて、全体

的な計画を作成することを知っている。 A　　15 B　　9 C　　1 D　　0

・全体的な計画に基づき、具体的な保育が適切に展開されるよう、子どもの生活や発達を見通した

長期的な指導計画と、それに関連しながら、より具体的な子どもの日々の生活に即した短期的な指導

計画を作成している。 A　　7 B　　13 C　　3 D　　0

・３歳未満児は、一人ひとりの子どもの生育歴、心身の発達、活動の実態等に即して、個別的な計画

を作成し、３歳以上児は、個の成長と、子ども相互の関係や共同的な活動が促されるように配慮し、

適切な援助や環境構成ができるよう配慮している。 A　　12 B　　8 C　　3 D　　0

・障害のある子どもの保育については、一人一人の子どもの発達過程や障害の状態を把握し、適切な

環境の下で、他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中に位置付けている。

A　　9 B　　8 C　　6 D　　0

みくに保育園自己評価　　　　　　令和6年度

A:よくできている　B:わりとできている　C:一部改善が必要　D:改善しなければならない

『評価について』



・子どもの主体的な活動を促すためには、保育士等が多様な関わりをもつことが重要であることを踏

まえ、子どもの情緒の安定や発達に必要な豊かな体験が得られるよう援助している。

A　　8 B　　15 C　　1 D　　0

・保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価することを

通して、保育実践の改善や専門性の向上に努めている。 A　　8 B　　14 C　　1 D　　0

幼児教育を行う施設として共有すべき事項

・幼児教育を行う施設として共有すべき事項及び生涯にわたる生きる力の基礎を培うための示された

保育の目標を踏まえ、保育所として一体的に育むよう努める「資質・能力」の３本の柱の内容を知っ

ている。 A　　9 B　　11 C　　4 D　　0

・幼児教育を行う施設として共有すべき事項として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」10項目を

しっている。 A　　9 B　　9 C　　6 D　　0

保育の内容

・保育における「養護」とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や

関わりであることを理解している。 A　　16 B　　8 C　　0 D　　0

・「教育」とは、子どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開されるための発達の援助であ

ることを理解している。 A　　12 B　　10 C　　2 D　　0

・乳児期の領域「3つの視点」について知っている。 A　　9 B　　8 C　　6 D　　0

・乳児は疾病への抵抗力が弱く、心身の機能の未熟さに伴う疾病の発生が多いことから、一人一人の

発達及び発達状態や健康状態についての適切な判断に基づく保健的な対応を行っている。

A　　9 B　　11 C　　4 D　　0

・1歳以上3歳未満児の「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の意味、

「ねらい」「内容」「内容の取扱い」について知っている。 A　　9 B　　10 C　　4 D　　0

・3歳以上児の発達の内容と「5領域」について知っている。 A　　8 B　　11 C　　4 D　　0

保育の実施に関して留意すべき事項

・子どもの心身の発達及び活動の実態などの個人差を踏まえろとともに、一人一人の子どもの気持ちを

受け止め、援助している。 A　　12 B　　9 C　　3 D　　0

・子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにし、また、子どもの性差や個人

差にも留意しつつ、差別などによる固定的な意識を植え付ける事がないようにしている。

A　　13 B　　10 C　　1 D　　0

・保育所保育が小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期にふさわしい

生活を通じて、創造的な思考や主体的な生活態度などの基盤を培うようにしている。

A　　10 B　　12 C　　2 D　　0



健康及び安全

・子どもの心身の状態に応じて保育するために、子どもの健康状態並びに発達及び発達状態について

定期的・継続的に、また、必要に応じて随時、把握してい。 A　　13 B　　10 C　　1 D　　0

・子どもの心身の状態等を観察し、不適切な養育の兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と

連携し、適切な対応を図っている。虐待が疑われる場合には、速やかに市町村又は児童相談所に通告

し、適切な対応を図っている。 A　　8 B　　12 C　　2 D　　0

・感染症やその他の疾病の発生の予防に努め、その発生が疑いある場合には、必要におうじて嘱託医

市町村、保健所等に連絡し、その指示に従うとともに、保護者や全職員に連絡し、予防等について協

力を求めている。 A　　8 B　　13 C　　3 D　　0

・アレルギー疾患を有する子どもの保育については、保護者と連携し、医師の診断及び指示に基づき

適切な対応を行うとともに、食物アレルギーに関して、関係機関と連携して、自園の体制構築など、

安全な環境の整備を行っている。 A　　8 B　　11 C　　4 D　　0

・保育所における食育は、健康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培う

事を目標とし、子どもが生活と遊びの中で、意欲をもって食に関わる体験を積み重ね、食べることを

楽しみ、食事を楽しみ合う子どもに成長していくことを期待するものであることを知っている。

A　　11 B　　12 C　　1 D　　0

・子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとしての食材や食の循環・環境への意識、調理

する人への感謝の気持ちが育つように、子どもと調理員等との関わりや、調理室など食に関わる保育

環境に配慮している。 A　　6 B　　8 C　　7 D　　0

・保育中の事故防止のために、子どもの心身の状態等を踏まえつつ、施設内外の安全点検に努め、安全

対策のために全職員共通理解や体制づくりを図るとともに、家庭や地域の関係機関の協力の下に安全

指導を行っている。 A　　4 B　　11 C　　7 D　　1

・事故防止の取り組みを行う際には、特に、睡眠中、プール活動・水遊び中、食事中等の場面では重大

事故が発生しやすいことを踏まえ、子どもの主体的な活動を大切にしつつ、施設内外の環境の配慮や指

導の工夫など必要な対策を講じている。 A　　8 B　　11 C　　2 D　　0

・防火設備、避難経路等の安全性が確保されるよう、定期的にこれらの安全点検を行う、備品、遊具

等の配置、保管を適切に行うなど日頃から、安全環境の整備に努めている。

A　　6 B　　13 C　　3 D　　0

・火災や地震などの災害の発生に備え、緊急時の対応の具体的内容及び手順、職員の役割分担、避難

訓練計画等に関するマニュアルを作成し、定期的に避難訓練を実施するなど、必要な対応を図ってい

る。 A　　4 B　　12 C　　7 D　　0

子育て支援

・保育及び子育てに関する知識や技術など、保育士等の専門性や、子どもが常に存在する環境など、

保育所の特性を生かし、保護者が子供の成長に気付き子育ての喜びを感じられるように努めている。

A　　9 B　　9 C　　2 D　　0

・保護者の状況に配慮した個別の支援がとられている。 A　　9 B　　10 C　　1 D　　0



・不適切な養育等が疑われる家庭への支援が確立されている。 A　　6 B　　11 C　　2 D　　0

職員の資質の向上

・自己評価に基づく課題を把握し、保育所内外の研修を通じて、自身の職務内容に応じた専門性を

高めるため、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めている。

A　　5 B　　9 C　　8 D　　0

・職員が日々の保育実践を通じて、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上を図るとともに、保育

の課題等への共通理解や協働性を高め、保育所全体として保育の質の向上を図っていくために、職場

内での研修の充実が図られている。 A　　2 B　　8 C　　10 D　　0

個人評価

＊今年度の評価・課題

・子どもとの関わり方に悩んだ時期もあったが、安心して過ごす姿が見られてよかった。悩みを

　聞いてくれ職員間の温かみを感じた

・昨年と比べゆったりとしている一年でした、今までとはまた違った保育の難しさ複雑さも感じた

・年齢的にも一年の大きな成長を見ることができるクラスだったので一人一人の成長を見守り

　一緒に喜ぶことができた

・出勤時間や製作の準備など余裕が持てないことが多かった

・各クラスへの補助に回ったが自分のやるべき事、役割を見極め担任とのやり取りも含めできた

・子育て広場は少しずつ参加者が増え少し認知度も上げることができたと思う

・やってみたかった事を提案し実行に移すことができた

・保護者の方と信頼関係を築くために些細なことでも話すようにした

・個人個人に向けた余裕のある保育、個々に合わせた保護者支援の難しさを感じた

・特に迎えが遅くなる子ども一人一人の気持ちを受け止め関わることができた

・余裕がなく丁寧な対応ができなかったことがあった

・何事にも消極的であった

・一人一人の発達段階に応じ環境を工夫することにより、意欲的に自分から遊びを見つけ

　られるようになった

・先生たちの愚痴をうまく聞き気持ちに寄り添ううのでなく一緒になってしまった

・日々慣れるまで時間がかかり毎日反省しているが、これから反省を生かし取り組んでいきたい

・スキンシップを取りながら信頼関係を築けるように努めた

・一つの事を的確に覚え責任感を持って職務に励むことができた

・簡素化できる部分やもっと力を入れるべき部分をはっきりさせていきたい

・体力的　精神的に厳しくこれまでの様に子どもの為に様々な挑戦させたりする活動が出来なかった

・一人ひとりの意欲を認めて養護し援助が必要な場合は支援したい



・保育中はどんな時も子ども目線を意識してコミュニケーションをとるよう心掛けた

・たくさん言葉をかけ受け止め情緒面の安定を図ったり出来ることを増やし自信に繋げられた

・仕事内容を公平にし常に話し合い業務をスムーズに行うことが出来た

＊次年度の改善点

・低年齢児は言葉を発しなくてもスキンシップだけでなく言葉で伝えることの大切さを改めて感じた

・子どもの人数や一人一人の子どもの特性等を見るとき3人での保育は大変でした

・準備を早くして受け入れをスムーズにすると良かったと思う

・一人一人の子どもの状態を把握し個々にあった対応を考える

・余裕のある見通しのある保育を心掛けたい・

・午睡時職員が一人になる時間があり安全面から対応が必要

・メンタルを安定させたい

・自分によゆうを持つため事前に調べてしっかり準備しておく

・みくにｄｅ出店に対する集客を含め保護者の求めているものに添えるようにする

・子どもたちの雰囲気をできるだけ早く見つけ保育の方針を見つけたい

・一年を通しての見通しをもって前向きに保育できるよう、自分の精神面も成長させたい

・こども一人一人をよく見てその子が求めている必要な関りをしていく

・子どもたちの細かい変化に気づけるようにしていきたい、自分の健康管理

・ゆとりの気持ちを持ちながら子どもたちに積極的に関り活動できるようにしたい

・一人では難しいことは他の先生の助けにより乗り越えられたし良い保育は見習い

　スキルアップに繋げたい

・まずは子どもたちとたくさん関り信頼関係を築くことが1番

・手作りおやつを増やす　新メニューを増やす

クラス運営評価

＊今年度の評価・課題

・できたこと頑張ったことはクラス全体で認め他の子の意欲も促せるクラスの雰囲気がよかったと思う

・複数担任だったがクラスの子どもに対する思いは同じ方向を向いて保育ができた

・スキンシップを大切にする保育ができた

・クラスの流れを掴むのに時間がかかってしまったが、少しずつ事前準備等自ら動けた

・クラス担任とのコミュニケーション不足を感じた

・声掛けや全体指示など子どもたちに合わせて対応したが、大変なことが多く笑顔でないことがあった

・遊びを中心とした保育に心がけたが、限られた人数では安全を守ることがとても難しかった

・クラスにあった保育ができたと思うが、まだまだ自分の保育を見つめなおす必要があると感じた

・時間的余裕を持って行うことを目標としてきたが広範囲に目を向けることができず反省する

・複数担任ということで協力しあって保育を行うことが出来、子ども目線ですごせました



・複数担任のため一人の役割分担を明確にしどんなことにも落ち着いて対応できるようにした

・子ども一人ひとりへの偏りのない関わり方

・「イヤイヤ期」の関わり方に難しさを感じることもあったがクラスで話し合い保育を実践した

・５人体制で保育をしていたためとても見やすかった

・給食室内での自分の立場や業務内容を理解し、大きな事故を出すことはなかった

・衛生にかかる書類を取りまとめやすいよう簡素化し見やすく取り扱いしやすい書類を作成

＊次年度の改善点

・一年間を通して良いところを見つけ認める声掛けの数を増やすことができた

・複数担任であることから保育作業の面で誰かがやってくれるだろうという姿があり反省する

・引き続き「報連相」をしっかり行い協力しあって保育を行う

・保護者の負担だけでなく保育士の負担も減らせるような行事内容や活動できると良いと思う

・ひとりひとりの子どもの様々な事について、話し合いや意見交換が重要

・活動がスムーズに進むよう遅れてしまう子への対応

・自己満足にならないよう「子ども主体の」の保育を忘れずにしたいと思う

・周りの先生たちに相談や助けを求められるようにする

・年間行事をもとに職務内の予定を組み入れ計画的に進められるようにする

・地域への認知度を上げ充実を図り高齢者とのかかわりも考える

・子どもたちを第一に考え協力し合える仲間であることが大切だと思う

・献立面で特にタンパク質の量が少ないとの指摘を受けたので改善していきます

・手作りおやつや給食レシピの種類を増やしたいと考えています

園全体評価

＊今年度の評価・課題

・インスタグラムやブログの更新もあり保護者に園での子どもの様子を見てもらうことができた

・保育士の人数が少なく保育にあたりたって大変なことがあった

・子どもに対する注意の仕方をよく考え、不適切な指導にならないようにする

・支援を必要とする子が多くいると感じる

・現場の声にたくさん寄り添い、保育士の負担を減らしたこともあり、当番や行事等も助かりました

・雰囲気はよくなってきていると思う

・保育補助の職員がいることで保育環境（消毒・清掃）が整えられた

・保育の事や子どもたちの事など話ができる先生方が近くにいてくれることがとても有難かった

・保育補助の先生方も増え、細かい面でいろいろ助けて頂き感謝しています

・先生たちが楽しく話をしていて良かったと思う、反面外遊びでも話が目立った

・雰囲気が良く感じた、散歩や戸外遊びなどを通じ体力向上になると思いました

・健康状態や生活環境情緒面を共有することでその子にあった関わり方ができた

・保護者に対し笑顔で挨拶や対応が出来たと思う

・保護者や子どもの負担は少なく利用しやすい保育園だと思います



・アレルギーの子や熱性痙攣の子どもなど様々な持病を持った子どもが増えてきたが看護師がいて

　心強く思いました

・保育理念に沿って各学年に先生方も保育に対して悩みながら頑張っている姿会議を通して知る

　ことが出来た。お互いの悩みを話し合い共感し合える場所があり一人ではない事で頑張れた

・組体操の発表の場がなくかわいそうでした

・誕生会行事食だけでなくリクエスト給食や年長児のケーキなど子どもたちの為の給食ができた

・保護者に優しい園だと感じます。

・職員会議に出ると先生方が園児に対して誠実に向き合っているといつも思います

＊次年度の改善点

・現場の保育士の精神面身体面の負担が今年以上に大きくなると思うので園全体で寄り添い

　助け合えるとよい

・職員会議の中で園内研修を行い全員で共通理解をする

・あらゆる意見を考慮しながら全職員で子どものため保育を考えて行かれるようにする

・現場の意見を公平に取り入れ「話し合いを」を充実させていく

・インスタグラムなどで職員同士の動画をあげ働きやすい環境をアピールする

・働きたい環境を作り、笑顔を忘れない努力をする

・プロ意識を高めたい

・職員間の共通理解を深め同じゴールに向けて保育をしていく

・子どもたちが自ら「やってみたい」という気持ちを汲み取り援助できるようにする

・自分の事は自分でやろうと意識する

・更に園の良さを発信していくにはどうしたらよいか全体で考えていく、子どもも職員も

　ひとりひとりの良さをお互いに積極的に言葉で伝えていくことを大切にしていければと思う

・感染症などの情報を共有することで未然に防げるよう努めていく

・日々の保育を充実させ他クラスと交流を持つことで、担任以外の保育士も子ども一人ひとり

　を知り園全体で見守っていく

・職員同士話をしたり認め合い良い職場になればと思う、そして子どもたちが伸び伸びと成長する

　場を作っていきたい

・子どもたちと一緒に遊んだり楽しんだりして寄り添っていきたい

・若い先生が自信をもってやりたい保育や活動ができ、その姿をたくさん認めてあげてほしい

・時間の許す限り子ども自ら考え判断し行動できるよう、心に留めていきたい

・時代の変化とともに改善点が出てくる場合には様々な意見を取り入れながら引きつづき

　検討していけばよいと思う

・園全体の保育の質の向上を意識した体制作りについて触れていく

・職員会議などで気付いたことがあれば話し合いが出来新しい時代に向けた園作りが出来ればよい

・新しい職員の歓迎会は必ず行う様にする。出来ないときは紙面で自己紹介をするなど配慮が必要

・インスタグラムなどで行事食や手作りおやつの時も撮ってもらうと良いのでは


